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【昨日の市況概要】 公示仲値 107.61

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 107.52 1.0821 116.34 1.2367 0.6397
SYD-NY High 107.68 1.0860 116.50 1.2455 0.6472
SYD-NY Low 106.99 1.0810 116.06 1.2360 0.6377
NY 5:00 PM 107.27 1.0828 116.14 1.2422 0.6464

NY DOW 24,133.78 358.51 日本2年債 -0.170 0.00bp          
NASDAQ 8,730.16 95.64 日本10年債 -0.040 ▲2.00bp       

S&P 2,878.48 41.74 米国2年債 0.2233 0.18bp          
日経平均 19,783.22 521.22 米国5年債 0.4045 3.03bp          

TOPIX 1,447.25 25.96 米国10年債 0.6629 5.90bp          
ｼｶｺﾞ日経先物 19,850.00 355.00 独10年債 -0.4555 2.10bp          

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 5,846.79 94.56 英10年債 0.2990 0.90bp          
DAX 10,659.99 323.90 豪10年債 0.9240 2.00bp          

ﾊﾝｾﾝ指数 24,280.14 448.81 USDJPY 1M Vol 7.62 0.01%
上海総合 2,815.49 6.97 USDJPY 3M Vol 8.24 ▲0.13% 　

NY金 1,723.80 ▲ 11.80 USDJPY 6M Vol 8.44 ▲0.05%
WTI 12.78 ▲ 4.16 USDJPY 1M 25RR -1.90 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 108.00 ▲ 4.76 EURJPY 3M Vol 10.06 ▲0.48%
ドルインデックス 100.04 ▲ 0.34 EURJPY 6M Vol 10.30 ▲0.17%

【マーケット・インプレッション】 感染第二波に警戒しながらの欧州の経済正常化への動き

　

■今週のドル/円　見通し

担当：大庭・松本 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づ
いて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に
関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用
または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望す
る旨をお申し出ください。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は、日銀金融政策決定会合で追加緩和を発表するも、事前報道の通りであったことから反応は限定的
だった。ｱｼﾞｱ株や欧州株の堅調推移を受けて、ﾘｽｸｵﾌのﾄﾞﾙ買いが巻き戻される中、107.05まで下落し、107.10ﾚﾍﾞﾙでNY
ｵｰﾌﾟﾝ。朝方は海外時間の流れを引き継ぎ、107円割れを試す展開。一時106.99つけるが、米株が上げ幅を拡大し、米金
利が上昇する中、この水準で下げ止まり、107.35まで反発。午後は米株が上げ幅拡大する一方、原油価格は低調に推移
しており、ﾄﾞﾙ円は手掛かり材料が乏しい中、107円台前半で膠着状態が続く。107.20近辺で小動きとなり、結局、107.27ﾚ
ﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは、1.0855ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は先週金曜日から続いていたﾕｰﾛ買いが一服
し、1.08台半ばでもみ合い。その後、米金利上昇を受けてﾄﾞﾙが買い優勢となる中、1.0816まで反落。売り一巡後は
1.0830近辺まで値を戻す。30日のECB理事会を控えた様子見ﾑｰﾄﾞも広まる中、方向感の欠ける展開が続き、結局、
1.0828ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は107.52ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。2日間から1日の短縮開催となった日銀政策決定会合では、追加の金融緩和を
決定。CPと社債の購入額を増額、新型ｺﾛﾅ対応金融支援特別ｵﾍﾟの拡充、国債の保有残高増額めど撤廃などを決定した
ものの、先週でていた事前観測とほぼ同じ内容で特段のｻﾌﾟﾗｲｽﾞはなかった。各国でﾛｯｸﾀﾞｳﾝ(都市封鎖)解除に向けた動
きが報じられる中、ｱｼﾞｱ株は底堅く推移。為替市場では足元で進んでいたﾘｽｸｵﾌ時のﾄﾞﾙ買いの巻き戻しから、ﾄﾞﾙがほぼ
全面安。ﾄﾞﾙ円は107.14まで下落し、同水準で海外時間へ渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､107.14ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大を防止するため欧州各国で導入された外出禁止など
の制限が緩和され､経済活動も再開されるとの期待感が高まり､ﾄﾞﾙ売りが先行し､徐々に下値を切り下げた｡107.05まで売
られる局面もあったが､結局107.10ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.2444でｵｰﾌﾟﾝ｡1か月ぶりに公務に復帰したｼﾞｮﾝｿﾝ氏
が､制限措置の緩和に慎重姿勢を示したが､ﾎﾟﾝﾄﾞへの影響は見られなかった｡1.2439でNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531
444 179 ﾏｸﾙﾋﾙ)

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

4月27日 - 日 黒田日銀総裁　記者会見
23:30 米 ダラス連銀製造業活動 4月 -73.7 -75.0

Date Time Event 予想 前回
4月28日 08:30 日 失業率 3月 2.5% 2.4%
4月28日 21:30 米 卸売在庫(前月比)・速報 3月 -0.4% -0.7%
4月28日 23:00 米 ｺﾝﾌｧﾚﾝｽﾎﾞｰﾄﾞ消費者信頼感 4月 87 120

「国債、YCCのもと金利目標達成のため必要なだけいくらでも買う」

GWを前に国内では非常事態宣言の延長可否への注目が集まり、各社GW後の勤務体系を調整している中、海

外では賛否両論ではあるが経済活動正常化に向けた動きが見られる。昨日イタリアのコンテ首相が5月4日から

都市封鎖緩和開始を正式表明し、英国でもジョンソン首相の復帰と共に、都市封鎖の緩和前倒しを決定する可能

性が報道され、スペインも5月2日から運動や散歩のための外出を許可し、欧州での規制緩和はドイツやオースト

リアに続く第二陣となる。新型コロナによる死者数が大幅減していることが背景とされ、これ以上の経済活動停止

の悪影響を危惧したためであろう。感染第二波のリスクは残存するが、欧州では経済正常化に向けた動きが目

立っており、今週明確な第二波拡大の動きが無ければ、目先は経済正常化期待からドル円は底堅い推移を予想。

一方で、足許のコロナの影響を考慮した主要生保10社の新年度運用計画が先週末に出そろった。為替相場か

らの注目材料として、海外証券への投資意欲の底堅さに加え、外債投資を為替ヘッジのないオープン外債を積

み増す姿勢が示されたことだろう。年度末の21年3月末に向けてのドル円相場の予想レンジは10社平均99.5～

114.4。100円割れを予想レンジの下限に設定したのは2社に留まったこと等が背景にあろう。

足許、経済停滞しつつも107円付近を推移しているが、経済活動再開・正常化への願いを込めつつ、引き続きド

ル円の底堅い推移を主要生保10社と共に予想したい。（大庭）
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